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新発田市内の街宣活動に参加した皆さん

 
  
 

つくろう！給付型奨学金 
大学生の半数は学費の高騰、家計収入の減少で奨学金に頼る

しかない。でも、卒業しても不安定な雇用と賃金で返したく

ても返せない。 

貧困の連鎖を絶つため、労福協では皆さんの切実な声を募集

しています。ご協力をお願いいたします。 

あなたの声の募集は

こちらまで！ 

中央労福協（労働者福祉中央協議会） http://www.rofuku.net/ 

連 合 新 潟
ホームページ

こんなとき

　どうする�

労働法制Q&A

(1) 第310号 2016年12月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

連合新潟ホームページアドレス 

▲

 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

第310号� 2016.�12�.15

12月の主な活動
	６日	～７日
	 	労働相談ダイヤル
	 	　一斉キャンペーン
	 	 （10：00～19：00）

	９日	第１回労働条件委員会

	10日	土曜相談会

	11日	民進党との定期協議

	13日	第６回構成組織
	 	　書記長・事務局長会議

	14日	第２回四役会議

	22日	第２回執行委員会

Ａ ：�　有期契約の場合、使用者から期間途中の契約解除はできない。
　有期労働契約の場合、使用者はやむを得ない事由が
ある場合でなければ、期間途中の契約解除はできない
（労契法第17条）労働契約の期間を定める場合は、
不当な人身拘束を防ぐため、上限が３年である。特別
の例外として、５年以内の契約期間が認められている
（労契法第14条）。

特別の例外　：
特例１　�専門的な知識、技術又は経験（以下「専門的知識等」）であって高度

のものとして厚生労働大臣が定める基準に該当する専門的知識等を
有する労働者（当該高度の専門的知識等を必要とする業務に就く者
に限る。）との間に締結される労働協約� →　上限５年

特例２　�満60歳以上の労働者との間に締結される労働協約� →　上限５年

特例３　�一定の事業の完了に必要な期間を定める労働協約（有期の建設工事等）
　　　　　　� →　その期間

Ｑ：�有期雇用の１年契約で
働いている。半年経過

後、契約解除すると言

われた。

　

一
一
月
二
一
日
、
連
合
新
潟

は
、
新
潟
県
に
対
し
て
「
二
〇

一
七
年
度
新
潟
県
予
算
に
関
す

る
要
請
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

米
山
知
事
の
新
体
制
に
変
わ
っ

て
か
ら
初
め
て
と
な
る
今
年
度

の
要
請
内
容
は
一
〇
分
野
・
二

一
項
目
に
お
よ
び
ま
し
た
。
冒

頭
に
齋
藤
会
長
か
ら
米
山
知
事

に
要
請
書
を
手
交
し
、
要
請
書

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

そ
の
説
明
の
中
で
、
ま
ず
齋

藤
会
長
か
ら
、
①
農
業
分
野
な

ど
の
雇
用
促
進
を
起
点
と
し
た

「
人
口
減
少
」
対
策
の
構
築
、

②
子
育
て
政
策
に
お
け
る
「
年

度
途
中
の
保
育
園
待
機
児
童
」

の
解
消
、
③
社
会
問
題
化
し
て

い
る
奨
学
金
返
納
に
対
す
る

「
給
付
型
奨
学
金
」
導
入
の
三

つ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

一
二
月
六
日
か
ら
七
日
に
か

け
て
、
連
合
は
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ

ア
ゲ
応
援
団
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
第
２
弾
と
し
て
、
全

国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
長
時
間
労
働

～
あ
な
た
の
働
き
方
は
大
丈

夫
？
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
あ
た
り
、
新
発
田
市
や
新

潟
市
で
街
宣
活
動
を
行
う
な
ど
、

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
る
こ

と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
連
合

新
潟
へ
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数

は
一
二
件
（
う
ち
面
談
二
件
）

で
、
ふ
だ
ん
よ
り
も
多
く
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
相
談

の
内
容
は
、「
不
当
に
解
雇
さ

れ
た
」「
長
時
間
労
働
を
強
い

新春労働団体・友誼団体
「名刺交換会」
日時　2017年１月５日（木）

午後２時30分より

場所　ＡＮＡクラウンプラザ
ホテル新潟

会費　１人　7,000円

米山新知事へ県予算に関する要請を実施
〜働くことを軸とする県政の実現を求める〜

二
〇
一
七
年
度

新
潟
県
予
算
編
成
に
向
け
た

要
請
行
動

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

長
時
間
労
働

全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
周
知
街
宣

in 

新
発
田

「
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

つ
づ
い
て
木
村
副
会
長
か
ら

は
、
県
内
の
学
校
に
お
け
る
生

徒
た
ち
へ
の
教
育
の
充
実
の
た

め
「
少
人
数
学
級
」
の
更
な
る

推
進
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

同
席
し
た
ほ
か
の
副
会
長
か
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
要
望
・
意
見
を
伝

え
、
真
摯
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

要
請
を
受
け
た
米
山
知
事
か

ら
は
「
知
事
と
い
う
立
場
に
立

っ
て
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
を
感
じ
て
い
る
。
人
へ
の

投
資
、
暮
ら
し
を
良
く
す
る
こ

と
で
社
会
が
発
展
し
て
い
く
モ

デ
ル
を
新
潟
で
実
現
し
た
い
。

今
回
の
要
望
も
一
つ
一
つ
検
討

し
な
が
ら
、『
働
き
や
す
い
』『
暮

ら
し
や
す
い
』
新
潟
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
返
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
齋
藤
会
長
か

ら
は
「
誰
か
が
一
人
勝
ち
す
る

社
会
で
は
な
く
県
民
み
ん
な
の

底
上
げ
が
図
ら
れ
、『
新
潟
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
』
と
思

え
る
県
政
を
実
現
し
て
ほ
し

い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
今
後
も
公
式

非
公
式
を
問
わ
ず
米
山
県
政
と

対
話
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ら
れ
る
」「
会
社
を
辞
め
さ
せ

て
も
ら
え
な
い
」「
上
司
か
ら

パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
」
な

ど
で
し
た
。

　

過
重
労
働
が
原
因
で
自
殺
に

至
り
、
労
災
認
定
さ
れ
た
こ
と

が
全
国
的
に
大
き
く
報
じ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
長

時
間
労
働
の
是
正
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
一
月
二
九
日
、
連
合
新
潟

と
連
合
下
越
地
協
は
合
同
で
、

一
二
月
六
日
・
七
日
に
開
催
す

る
「
全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
」
の
周
知
の
た
め
に
街
宣

活
動
を
行
い
、
新
発
田
市
内
で

チ
ラ
シ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
道
行

く
市
民
に
配
り
ま
し
た
。

　

街
宣
の
中
で
齋
藤
会

長
は
、「
長
時
間
労
働

に
よ
り
命
が
失
わ
れ
る

な
ど
絶
対
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
。
喫
緊

の
課
題
で
も
あ
る
長
時

間
労
働
の
是
正
の
た
め

に
も
、
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
い
い
の
で
相

談
し
て
ほ
し
い
。」
と

訴
え
ま
し
た
。
ま
た
小

室
副
会
長
は
、
年
金
制

度
改
革
関
連
法
案
に
つ

　

め
っ
き
り
寒
く
な
り
、

年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
さ
て
、
こ

の
度
、
新
潟
地
協
事
務
局

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、

川
﨑
晃
と
申
し
ま
す
。
出

身
は
自
治
労
全
国
一
般
新
潟
労
組
新
潟
合
板
振
興
支
部
で
す
。

新
潟
地
協
は
地
域
活
動
の
重
要
な
拠
点
と
な
り
ま
す
の
で
大

変
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
連
合
運
動
に

は
薄
く
し
か
携
わ
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
そ
う

ゆ
う
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
の
で
、
鋭
意
努
力
す
る
決
意
で

す
。
何
卒
、
な
お
一
層
ご
指
導
ご
支
援
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。
今
年
の

九
月
か
ら
連
合
新
潟
に
労

働
相
談
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
高
山
と
申
し
ま
す
。「
女

の
ユ
ニ
オ
ン
・
に
い
が
た
」

で
約
二
十
年
間
相
談
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
年
数
が

長
い
だ
け
で
、
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
現
在
、
必
死

に
な
っ
て
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
民
間
の
女
性
の
相

談
支
援
機
関
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
二
十
数
年
間
関
わ
り
、

法
律
事
務
所
に
う
ん
十
年
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
労
働
問

題
は
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
一
か
ら
勉
強
し
な

お
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新専従役職員紹介

新潟地協
事務局長
川﨑　　晃

組織アドバイザー

高山千恵子

い
て
「
こ
の
法
案
は
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
将
来
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
る
私
た
ち
、
そ

し
て
若
者
、
子
や
孫
す
べ
て
に

か
か
わ
る
大
切
な
問
題
で
す
。

ぜ
ひ
国
会
の
議
論
に
注
目
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。



連　　　合　　　新　　　潟

新潟ろうきん
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-191-880
（平日9：00～17：00）

講座Ⅱで連合の考えを伝える平川氏

なぜ医療崩壊が起きたかを語る本田氏

25%

50%

15%

5%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

焼酎

ビール

日本酒

ワイン

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2016年12月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第310号

土曜相談会 1月は14日に開催

気
が
つ
け
ば
も
う
年
末
。

来
年
の
酉（
と
り
）年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
12

月
末
発
行
の
本
紙
新
春

号
で
使
え
る
酉（
鶏
）の

撮
影
に
出
か
け
な
け
れ

ば
と
ギ
リ
ギ
リ
に
動
き

出
し
た
ら
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
予
定
が
狂
っ
た
。
な
ん
で
も
早

め
の
準
備
が
大
切
だ
。
と
い
う
こ

と
で
早
め
に
再
来
年
の
戌（
い
ぬ
）

の
写
真
を
撮
ろ
う
と
思
っ
た
が
、

こ
れ
ほ
ど
簡
単
に
見
つ
か
る
被
写

体
は
な
い
。
そ
う
言
え
ば
昨
年
の

今
頃
も
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
た

よ
う
な
…
。
気
が
つ
け
ば
も
う
年

末
。�

（
Ｋ
）

11月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�11月のアンケートは「あなたの好きな『お酒の種類』

は？」でした。
　11月はボジョレーヌーボーの解禁もあったので「ワイン」
が票を伸ばすと思いきや、残念な結果でした。まさにメイ
ドインジャパン！な「日本酒」も最下位タイ。しかし、焼
酎人気はスゴイですね。焼酎は水割り、お湯割りだけでな
く、レモンや梅など、いろいろなものと割って飲むことで
味のバリエーションを楽しむことができることからも人気
なんでしょうか。みなさん、これから忘年会シーズンです
し、くれぐれも「呑んでも呑まれないように」楽しんで、
明日の組合活動の原動力にしていきましょう！
　12月のＨＰアンケートは「長時間労働」に関する話題で
す。投票をお待ちしています！

と
や
、
若
年
層
か
ら
の
教
育
が

重
要
で
あ
る
こ
と
、
現
場
の
従

事
者
が
し
っ
か
り
と
声
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
随
所
に
ギ
ャ
グ
を
散

り
ば
め
な
が
ら
目
の
覚
め
る
よ

う
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
Ⅱ
で
は
、「
介
護
保
険

制
度
に
か
か
わ
る
当
面
の
課
題

に
対
す
る
連
合
の
考
え
方
」
と

二
人
の
講
師
か
ら
医
療
を
語
っ
て
も
ら
う

医
療
部
門
連
絡
会
／
二
〇
一
六
交
流
研
修
会
を
開
催

金
属
部
門
連
絡
会

第
一
五
回
定
期
総
会
／
秋
季
研
修
会
を
開
催

　

一
一
月
一
二
日
、
新
潟
市
・

駅
ま
え
オ
フ
ィ
ス
で
「
連
合
新

潟
医
療
部
門
連
絡
会
」
を
開
き
、

四
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
医

療
部
門
連
絡
会
は
、
喫
緊
の
課

題
を
抱
え
る
医
療
・
介
護
業
界

に
従
事
す
る
者
同
士
が
集
ま
り
、

学
び
、
考
え
、
交
流
す
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
の
講
座
Ⅰ
で
は
、「
医

療
崩
壊
の
ル
ー
ツ
」
と
題
し
て
、

本
田
宏
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療

制
度
研
究
会
副
理
事
長
、
元
外

科
医
）
か
ら
、
い
ま
の
医
療
崩

壊
は
明
治
維
新
に
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
の
現
状

を
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
比
較
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ

　

一
一
月
一
九
日
、
新
潟
市
・

東
映
ホ
テ
ル
で
、
連
合
新
潟
金

属
部
門
連
絡
会
／
Ｊ
Ｃ
Ｍ
新
潟

県
連
絡
会
は
、
第
一
五
回
定
期

総
会
／
秋
季
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
小
野
塚
代
表
幹

事
会
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
金
属
部
門
の

課
題
と
社
会
情
勢
、
二
〇
一
七

春
季
生
活
闘
争
、
米
大
統
領
選

挙
の
結
果
が
日
本
や
も
の
づ
く

り
産
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
か
な
ど
に
つ
い
て
触
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
二
〇
一
六
年
度

の
活
動
経
過
・
決
算
に
つ
い
て

確
認
し
、
二
〇
一
七
年
度
の
活

動
方
針
、
予
算
、
二
〇
一
七
年

度
の
役
員
体
制
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
役
員
の
交
代
で

は
四
人
が
退
任
し
、
新
た
に
四

人
が
役
員
に
就
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
風
間
参
議
院

議
員
（
民
進
党
）
を
招
き
、「
ど

題
し
て
、平
川
則
男
氏
（
連
合
・

総
合
政
策
局
長
）
か
ら
、
来
春

に
急
遽
一
部
が
改
定
さ
れ
る
予

定
の
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

そ
の
意
義
や
要
介
護
認
定
者
数

の
急
増
と
保
険
料
の
推
移
、
全

産
業
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
介
護
職
の
賃
金
や
人
材
確

保
な
ど
の
講
演
を
う
け
、
連
合

の
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

　新潟県の最低賃金が10月１日から753円となったことに続き、特定最低賃金の３業種に
ついても審議がすすめられ、下記のとおり決定しました。
▼新潟県の最低賃金

適用の範囲 最低賃金額〔時間額〕
�� （対前年比） 効力発生日

新潟県内に働くすべての労働者に
適用 753円（＋22円） 2016年10月１日

▼特定の最低賃金

適用業種 最低賃金額〔時間額〕
�� （対前年比） 効力発生日

各種商品小売業（衣食住にわたる
商品を小売りする百貨店、総合ス
ーパー等）

800円（＋11円） 2016年12月18日

10月18日�第３回専門部会において（全会一致）

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具、
製造業（電球製造業及び電気計測
器製造業を除く）

852円（＋14円） 2016年12月24日

10月24日�第３回専門部会において（全会一致）

自動車（新車）、自動車部分品、
附属品小売業 859円（＋16円） 2016年12月31日

10月31日�第３回専門部会において（全会一致）

＊�　適用除外業務および年齢など、最低賃金に関するお問い合わせは、連合新潟または、
新潟労働局賃金室、最寄りの各労働基準監督署まで

特定最低賃金が決定

う
対
応
す
る
？
ト
ラ
ン
プ
次
期

大
統
領
が
突
き
付
け
る
要
求
」

と
題
し
、
ヒ
ラ
リ
ー
氏
の
電
子

メ
ー
ル
問
題
や
ト
ラ
ン
プ
次
期

大
統
領
の
主
張
と
日
本
の
対
応
、

日
米
地
位
協
定
な
ど
に
つ
い
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

2016年末一時金 連合新潟第１回集計結果
 （12月6日現在）

＜年末一時金 回答・妥結集計結果＞
年間（夏冬）妥結の年末分と年末（今季）回答妥結組合で昨年
との比較が可能な組合の集計結果
（額集計：60組合（12,842人）　月数集計：85組合（15,147人）
◎組合員１人平均（加重平均）�額：551,729円	 月数：2.07ヶ月
� 昨年　額：547,711円� 月数：2.07ヶ月

（昨年との差　額：+4,018円、月数：−0.01ヶ月）
◎組合平均（単純平均）� 額：443,934円	 月数：1.89ヶ月
� 昨年　額：465,215円� 月数：1.94ヶ月

（昨年との差　額：−21,281円、月数：−0.05ヶ月）
☆調査対象組合382組合（74,407人）中、152組合（34,008人）
が回答妥結した（年間妥結の年末分含む）。

　＜年末一時金要求集計結果（今季交渉分のみ）＞
【額集計】

組合数 人数 2016年 2015年同時期
組合員１人平均�（加重平均）

54 8,950
614,530 615,780

組合平均� （単純平均） 538,334 586,269
【月数集計】

組合数 人数 2016年 2015年同時期
組合員１人平均�（加重平均）

65 8,948
2.34� 2.32�

組合平均� （単純平均） 2.24� 2.26�


